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★
町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
携
帯

電
話
を
ど
の
よ
う
に
管
理
・
指
導

し
て
い
る
の
か
。 

 

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
各
学
校

に
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
を
教
育
課

程
に
位
置
づ
け
て
取
り
組
む
よ
う

に
指
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
国
の

通
知
を
受
け
て
、
「
学
校
に
お
け

る
携
帯
電
話
の
取
り
扱
い
等
に
つ

い
て
」
基
本
的
な
指
導
方
針
を
作

成
し
て
、
学
校
へ
の
持
ち
込
み
原

則
禁
止
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は

許
可
を
受
け
る
、
認
め
た
場
合
は

校
内
で
の
使
用
禁
止
、
学
校
に
預

け
る
等
の
学
校
で
の
取
り
組
み
と

同
時
に
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
る

よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。
国
や
県

か
ら
の
指
導
資
料
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
も

学
校
で
利
用
し
て
い
ま
す
。 

 

★
町
内
の
小
・
中
学
校
の
暴
力
事

件
の
状
況
は
。 

 

　
今
年
度
、
小
学
校
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
。
中
学
校
で
は
、
４
校

中
１
校
で
４
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

内
訳
は
対
教
師
暴
力
が
２
件
、
生

徒
間
暴
力
が
２
件
で
す
。
原
因
は

衝
動
的
な
も
の
と
思
わ
れ
、
学
校

で
は
、
事
実
確
認
、
反
省
、
謝
罪
、

今
後
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

★
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
。 

 

　
「
物
産
館
整
備
事
業
」
等
の
公

共
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

★
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付

金
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
交
付
金

に
つ
い
て
。 
 

　
町
か
ら
民
間
事
業
者
に
委
託
し

て｢

葉
わ
さ
び
特
産
品
化
事
業｣

等

に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

★
離
職
者
等
へ
の
雇
用
対
策
に
係

る
特
別
交
付
税
の
措
置
に
つ
い
て
。 

 

　
具
体
的
な
業
務
へ
の
措
置
を
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
特
別
交
付

税
算
入
に
な
ら
な
い
状
況
で
す
。 

 

★
地
域
雇
用
創
出
推
進
費
の
活
用

に
つ
い
て
。 

 

　
２１
・
２２
年
度
に
普
通
交
付
税
に

措
置
さ
れ
る
も
の
で
、
目
的
に
沿

っ
た
事
業
展
開
が
で
き
る
よ
う
努

力
す
る
と
共
に
、
林
業
振
興
等
の

継
続
事
業
の
拡
大
も
考
え
て
い
き

ま
す
。 

 

★
民
有
林
の
公
的
整
備
に
対
す
る

支
援
の
拡
大
と
森
林
整
備
に
係
る

定
額
助
成
に
つ
い
て
。 

 

　
造
林
事
業
等
の
国
庫
補
助
事
業

を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
町
の

上
乗
せ
助
成
等
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
作
業
道
開
設
も
単
独
助
成
し

ま
す
。
今
後
も
森
林
組
合
と
連
携

し
て
、
林
業
活
性
化
を
図
り
ま
す
。 

 
★
県
道
久
世
中
和
線
の
早
期
改
良

と
植
杉
乢
の
ト
ン
ネ
ル
化
に
つ
い

て
、
現
在
ま
で
の
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。 

 

　
旧
久
世
町
と
富
地
区
楠
の
延
長

３
，
４
６
０
ｍ
区
間
を
改
良
計
画

区
域
と
定
め
、
工
区
も
何
箇
所
か

に
分
け
て
、
１５
年
度
か
ら
拡
幅
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
鏡
野
町
分

で
は
楠
地
内
に
お
い
て
延
長
３
９

０
ｍ
区
間
の
道
路
防
災
と
道
路
改

良
を
兼
ね
た
事
業
を
１９
年
度
か
ら

着
手
し
て
い
ま
す
。
植
杉
乢
の
ト

ン
ネ
ル
化
は
、
県
は
全
体
の
整
備

状
況
を
見
な
が
ら
整
備
手
法
を
検

討
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。 

 

★
真
加
部
地
区
明
仙
田
川
よ
り
西

の
下
水
道
工
事
完
了
に
よ
る
供
用

開
始
時
期
は
い
つ
か
。 

 

　
平
成
２２
年
３
月
３１
日
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

 

★
入
真
加
部
水
路
の
通
水
時
期
は

い
つ
か
。 

 

　
平
成
２２
年
３
月
末
を
工
事
完
了

予
定
と
し
て
い
ま
す
。 

 

★
国
保
基
金
の
活
用
、
積
立
額
、

国
の
基
準
額
、
基
金
の
目
的
は
。 

 

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
財
政

調
整
基
金
の
額
は
２
億
９
，
１
５

３
万
円
で
す
。
国
の
基
準
に
よ
る

積
立
額
は
５
，
０
０
０
万
９
千
円

で
す
。
目
的
は
、
予
期
し
な
い
保

険
給
付
費
の
激
増
等
に
対
処
し
、

保
険
財
政
の
安
定
を
維
持
す
る
た

め
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
２０
年
度
に

後
期
高
齢
者
支
援
金
が
導
入
さ
れ
、

国
民
健
康
保
険
税
の
変
更
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
町
民
へ
の
影

響
等
を
考
慮
し
て
基
金
を
取
り
崩

し
、
保
険
税
率
を
維
持
し
て
い
ま

す
。
２１
年
度
も
同
様
に
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

★
広
域
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
の
周

辺
整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。 

 

　
敷
地
内
の
還
元
施
設
は
、
周
辺

地
区
の
要
望
や
意
見
を
聞
い
て
、

稼
動
ま
で
に
整
備
す
る
方
針
で
す
。

敷
地
外
で
あ
っ
て
も
、
建
設
に
起

因
す
る
も
の
は
整
備
を
行
い
ま
す
。

４
月
に
設
立
す
る
津
山
圏
域
資
源

循
環
施
設
組
合
が
実
施
し
ま
す
。

周
辺
地
域
は
、
津
山
市
及
び
鏡
野

町
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
ま
す
。
周

辺
整
備
補
助
金
交
付
要
綱
を
作
成

し
て
、
着
手
し
ま
す
。 

 

★
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
最
終
処
分

場
の
主
灰
、
飛
灰
の
処
理
や
費
用

負
担
は
ど
う
す
る
の
か
。
焼
却
炉

の
形
式
の
決
定
時
期
は
い
つ
か
。

な
ぜ
必
要
以
上
の
土
地
を
購
入
す

る
の
か
。 

 

　
灰
の
利
用
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

主
灰･

飛
灰
は
セ
メ
ン
ト
の
材
料

と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
、
ガ
ス

化
し
た
溶
融
飛
灰
に
含
ま
れ
て
い

る
有
用
な
重
金
属
類
を
回
収
し
て

処
理
す
る
施
設
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
住
民
の
不
安
解
消

の
た
め
に
、
領
家
地
区
と
津
山
ブ

ロ
ッ
ク
ご
み
処
理
広
域
化
対
策
協

平
成
２１
年
3
月
定
例
議
会 
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